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支
考
は
『
葛
の
木
公
原
」
（
元
禄
五
年
刊
）
に
お
い
て

(1) 

「
古
人
」
に
対
し
て
批
判
的
な
言
と
取
る
解
釈

芭
蕉
は
「
俳
諧
に
古
人
な
し
」
及
び
そ
れ
に
類
す
る
語
を
度
々
口
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
言
に
関
し
て
は
異
な
る
二
つ
の
解
釈
が

存
す
る
。

俳
諧
に
古
人
な
し

「
綾
錦
』
（
油
涼
絹
享
保
十
七
年
刊
）
、
「
誹
諧
家
譜
』
（
丈
石
編
宝
暦
元
年
刊
）
、
『
誹
家
大
系
図
』
（
生
川
春
明
編
天
保
九
年
刊
）
等
が
公

刊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
江
戸
時
代
に
は
俳
人
の
系
譜
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
稿
は
芭
蕉
を
俳
系
と
い
う
観
点

か
ら
と
ら
え
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

俳
系
に
お
け
る
芭
蕉
の
意
義

平

島

順

子
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ぞ

く

ご

ろ

ん

と
述
べ
、
さ
ら
に
七
年
後
の
元
禄
十
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
葛
の
木
公
原
』
の
続
絹
に
あ
た
る
『
続
五
論
』
に
お
い
て
は

俳
諧
に
新
古
あ
り
。
古
は
守
武
・
宗
鑑
よ
り
貞
徳
・
貞
室
の
と
も
が
ら
に
い
た
る
。
そ
の
後
は
難
波
の
梅
花
翁
あ
り
て
、
し
ば
ら
く
胸
次

の
理
屈
を
は
な
れ
た
る
に
似
た
れ
ど
、
し
か
も
言
語
の
実
な
し
。
先
師
、
よ
の
つ
ね
俳
諧
に
古
人
な
し
と
な
げ
き
申
さ
れ
し
は
、
む
か
し
の

俳
諧
に
誰
を
師
と
し
ま
な
ぶ
べ
き
風
流
な
し
と
お
も
へ
る
な
る
べ
し
。

（
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
引
用
は
大
磯
義
雄
氏
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
十

と
述
べ
て
「
俳
諧
に
古
人
な
し
」
の
言
が
意
味
す
る
こ
と
を
「
む
か
し
の
俳
諧
に
誰
を
師
と
し
ま
な
ぶ
べ
き
風
流
な
し
と
お
も
へ
る
な
る
べ
し
」

と
「
古
人
」
に
た
い
し
て
の
批
判
的
な
言
で
あ
る
と
明
確
に
推
量
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
支
考
の
認
識
は
、
『
葛
の
恋
原
j

が
蕉
門
最
初
の
、
し
か
も
芭
蕉
在
世
中
に
公
刊
さ
れ
た
唯
一
の
俳
論
書
で
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
影
響
が

そ
う
ぎ
も
ど
し

大
き
か
っ
た
ら
し
く
、
夕
顔
庵
風
光
編
「
宗
祇
戻
」
（
宝
暦
四
年
刊
引
用
は
柿
衛
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）
に
お
い
て
は
、
桃
青
（
芭
蕉
）
の
系
譜

い
し

こ

せ
き
す
い

の
欄
に
「
誹
諧
二
無
古
人
卜
看
破
シ
テ
蕉
門
一
流
建
立
之
」
と
記
さ
れ
、
石
河
石
翠
の
評
釈
書
『
窮
の
松
原
評
』
に
お
い
て
も

注

2

『
詠
歌
大
概
』
に
「
和
歌
無
師
匠
只
旧
歌
為
師
」
と
。
又
『
為
弁
抄
』
に
「
詩
歌
連
埒
に
は
祖
と
う
や
ま
ひ
、
師
と
あ
が
む
べ
き
百
世
の
古

人
は
数
多
な
る
を
今
の
俳
諧
と
い
ふ
物
ハ
心
は
史
記
よ
り
偉
へ
た
れ
ど
、
五
七
の
言
語
に
ハ
古
人
な
し
と
い
は
ん
」
と
。
是
守
武
・
貞
徳
の

風
を
し
た
は
ず
、
は
せ
を
一
風
を
立
た
る
の
意
よ
り
か
く
い
ふ
事
む
べ
な
ら
ず
や
。

（
寛
政
二
年
成
写
本
引
用
は
東
京
大
学
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
よ
り
、
適
宜
句
読
点
等
を
補
う
。
句
読
点
等
に
関
し
て
は
以
下
の
引
用
も
同
）

゜

蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
前
出
に
よ
る
）

「
俳
諧
に
古
人
な
し
」
と
い
ふ
事
を
、
ば
せ
を
庵
の
斐
、
つ
ね
に
な
げ
き
申
さ
れ
し
か
。

（
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
引
用
は
大
磯
義
雄
氏
校
注
「
古
典
俳
文
学
大
系
十
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』

集
英
社

（
傍
線
部
平
島
以
下
同
）

昭
和
四
十
五
年
九
月
に
よ
る
）
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と
、
芭
蕉
が
守
武
や
貞
徳
の
風
を
慕
わ
し
く
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
自
己
の
独
自
の
一
風
を
立
て
た
の
だ
と
、

更
に
強
く
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。

し
か
し
、
こ
の
考
え
に
対
し
て
は
ま
た
反
論
も
存
す
る
。

元
禄
七
年
三
月
に
去
来
は
不
玉
か
ら
の
来
信
に
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

た
だ
こ
う
せ
い
の

翁
日
「
俳
諧
に
古
人
ナ
シ
、
只
後
世
之
人
ヲ
恐
ル
」

ひ
に
あ
ら
た

し
か
れ
ど
も
こ
の

去
来
曰
「
古
人
ナ
シ
ト
ハ
古
へ
達
人
ナ
キ
ノ
謂
二
非
ズ
。
然
此
道
古
人
之
姿
二
依
テ
作
シ
ガ
タ
シ
。
只
日
、、
流
行
シ
テ
、
日
新
ナ
リ
。
此

は
き
い
だ

お
の
お
の

も
と

む

い

へ

ど

故
二
古
人
ナ
キ
ト
ヒ
ト
シ
。
又
来
者
ヲ
恐
ル
、
ハ
、
今
日
各
新
味
サ
ガ
シ
求
卜
雖
モ
、
後
世
如
何
ナ
ル
人
出
テ
目
出
度
新
味
ヲ
吐
出
サ
ン
。

も
つ
と
も

は
づ

お
そ
る

し

か

う

く
ず

ま
つ
ば

ら

あ

や

ま

り

こ
れ

あ

そ

う

な

き

た
ま
ふ

い

へ

わ

が

尤
来
者
趾
ベ
ク
恐
ベ
シ
、
卜
也
。
支
考
ガ
『
葛
ノ
松
原
』
二
誤
テ
此
ヲ
害
シ
テ
曰
「
俳
諧
二
古
人
ナ
シ
ト
阿
斐
ハ
泣
給
」
卜
云
リ
。
我
師
何

か
く
の
ご

と

き

か

う

ま

ん

あ
ら

そ

う

か

ん

そ

う

い

ん

い
た
り

た

ふ

と

た

ま

ふ

こ

れ

き
き
あ

fる
も

し

く

は

あ
や
ま
る

ゾ
如
此
ノ
高
慢
ノ
語
有
ン
ヤ
。
常
二
宗
鑑
等
宗
因
二
至
テ
深
ク
貴
ミ
給
事
、
人
A

、
ノ
キ
ク
所
也
。
支
考
ガ
説
此
ヲ
聞
誤
力
。
若
筆
頭
ヲ
誤

し
か

そ

う

か

ん

も

り

た

け

ヵ
。
然
モ
宗
鑑
・
守
武
以
来
、
達
人
世
ミ
ニ
乏
シ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
此
道
ノ
神
二
入
事
、
只
蕉
翁
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
。
」

（
引
用
は
大
内
初
夫
氏
校
注
「
校
本
芭
蕉
全
集
第
七
巻
j

富
士
見
書
房
平
成
元
年
七
月
所
収
「
不
玉
宛
去
来
論
書
」
に
よ
る
）

ま
た
、
風
国
も
『
初
蝉
』
序
（
元
禄
九
年
九
月
刊
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

翁
の
常
に
「
俳
諧
に
古
人
な
し
」
と
申
さ
れ
け
る
ハ
、
偏
に
古
人
な
し
と
に
は
あ
ら
ず
。
先
徳
多
が
中
に
も
「
宗
鑑
あ
り
、
宗
因
あ
り
、
白

炭
の
忠
知
あ
り
」
な
ん
ど
慕
ひ
床
し
が
ら
れ
侍
り
け
る
。
た
ゞ
変
化
流
行
す
る
所
に
お
い
て
ハ
古
人
に
拘
る
べ
き
規
則
な
し
と
な
り
。

（
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
引
用
は
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

(2) 

「
古
人
」
に
対
し
て
批
判
的
な
意
図
は
な
い
言
と
取
る
解
釈
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さ
ら
に
二
南
斎
智
角
『
或
問
』
（
寛
保
三
年
写
）
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
、
或
云
、
我
学
処
の
芭
蕉
風
は
誹
か
い
の
伝
な
く
て
も
済
理
有
り
。
其
故
は
芭
蕉
晋
子
に
日
、
「
俳
諧
に
古
人
な
し
。
宜
弓
自
己
の
風
流
、

蓋
天
蓋
地
勺
」
と
て
言
篇
の
誹
の
字
を
人
べ
ん
に
書
か
へ
た
り
。
是
を
証
と
す
べ
し
。

ャ
ッ
コ

予
が
云
、
芭
蕉
の
誹
か
い
に
古
人
な
し
と
の
給
ふ
は
、
誹
か
い
は
我
は
い
か
い
に
し
て
先
師
の
奴
と
は
な
ら
ず
。
伝
は
其
掟
な
れ
ば
、
古
今

に
貫
通
し
て
守
る
物
也
と
言
ふ
言
也
。
誹
諧
に
古
今
な
く
先
師
の
風
に
か
：
は
ら
ざ
る
、
是
を
芭
蕉
の
難
有
教
と
い
は
ん
。
伝
法
を
み
だ
る

ぞ
な
ら
ば
誹
諧
に
表
裏
と
い
ふ
事
も
な
く
、
発
句
に
切
字
と
言
ふ
事
も
な
く
て
百
員
研
仙
を
己
が
ま
、
に
す
べ
き
事
な
が
ら
、
芭
蕉
と
て
も

此
掟
を
守
り
給
ふ
事
は
書
ヽ
ヽ
に
の
す
る
処
の
巻
A

、
発
句
に
て
し
る
べ
し
。

（
引
用
は
鈴
木
勝
忠
氏
編
『
翻
刻
俳
諧
伝
書
集
私
家
版
』
平
成
六
年
三
月
に
よ
る
）

芭
蕉
が
「
古
人
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
か
今
と
な
っ
て
は
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
支
考
の
言
葉
が
「
先
師
、
よ

の
つ
ね
俳
諧
に
古
人
な
し
と
な
げ
き
申
さ
れ
し
は
、
む
か
し
の
俳
諧
に
誰
を
師
と
し
ま
な
ぶ
べ
き
風
流
な
し
と
お
も
へ
る
な
る
べ
し
。
」
と
推
量

形
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
芭
蕉
が
直
接
「
古
人
」
を
尊
ば
な
い
旨
の
発
言
を
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

去
来
は
「
常
二
宗
鑑
等
宗
因
二
至
テ
深
ク
貴
ミ
給
事
、
人
ミ
ノ
キ
ク
所
也
。
」
と
言
い
、
風
国
も
「
先
徳
多
が
中
に
も
『
宗
鑑
あ
り
、
宗
因
あ

り
、
白
炭
の
忠
知
あ
り
』
な
ん
ど
慕
ひ
床
し
が
ら
れ
侍
り
け
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
芭
蕉
が
「
古
人
」
を
尊
ん
で
い
た
こ
と
は
事
実

と
思
わ
れ
、
ま
た
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
芭
蕉
は
貞
門
の
秘
伝
書
で
あ
る
『
大
秘
伝
白
砂
人
集
』
『
俳
諧
新
々
式
j

『
俳
諧
新
式
極
秘
伝
集
』
を
亡

く
な
る
一
年
ほ
ど
前
の
元
禄
六
年
三
月
に
許
六
に
伝
授
し
て
い
る
。
芭
蕉
は
季
吟
の
弟
子
で
あ
る
が
、
晩
年
に
至
っ
て
も
弟
子
に
貞
門
の
秘
伝
書

を
伝
授
し
て
い
る
こ
と
等
よ
り
考
え
て
、
伝
統
を
重
ん
じ
古
人
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は
持
ち
続
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
季
吟
の
「
埋
木
』

が
大
坂
で
客
死
し
た
芭
蕉
の
所
持
品
中
に
あ
っ
た
こ
と
も
支
考
『
笈
日
記
』
に
よ
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
考
え
る
と
、
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こ
の
「
俳
諧
に
古
人
な
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
去
来
ら
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
は
重
ん
じ
な
が
ら
も
俳
諧
と
い
う
道
を
求
め
る
と
い
う
点

で
は
「
古
人
」
の
権
威
に
い
た
ず
ら
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
新
し
さ
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
芭
蕉
の
厳
し
い
姿
勢
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
支
考
ら
が
言
う
よ
う
な
「
む
か
し
の
俳
諧
に
誰
を
師
と
し
ま
な
ぶ
べ
き
風
流
な
し
と
お
も
へ
る
」
と
い
う
よ
う
な
古
人
に
対
し
て
批
判
的

な
意
味
の
言
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

季
吟
と
芭
蕉

芭
蕉
は
貞
徳
の
高
弟
で
あ
る
季
吟
の
弟
子
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
当
時
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

注
3

き

ぎ

ん

て

ぴ

き

芭
蕉
晩
年
の
門
人
で
あ
る
許
六
は
、
現
存
す
る
自
筆
の
『
俳
諧
問
答
』
「
俳
諧
自
讃
之
論
」
の
中
で
「
初
学
の
時
は
季
吟
老
人
の
流
れ
に
手
引

せ
ら
れ
て
」
と
述
べ
、
季
吟
の
流
れ
を
汲
む
俳
諧
か
ら
学
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
同
書
に
お
い
て

、？
も
れ

は
く

さ

じ

ん
し
ふ

予
あ
る
所
よ
り
、
翁
の
自
筆
に
て
『
白
砂
人
集
』
と
い
ふ
物
を
得
た
り
。
対
談
の
時
此
事
い
ひ
出
し
て
、
あ
ら
ま
し
伝
授
を
得
た
り
。
『埋

き

ぎ
ん
ふ
う

木
』
は
此
『
白
砂
人
集
』
よ
り
出
た
り
。
連
・
俳
の
相
違
あ
り
、
微
細
な
る
も
の
也
。
『
埋
木
』
は
季
吟
風
を
習
ふ
時
、
あ
ら
ま
し
き
、
伝

へ
た
り
。
『
白
砂
人
集
』
少
A

、
奥
二
記
ス
。
此
書
、
門
人
の
中
に
も
見
ざ
る
人
あ
ま
た
あ
る
べ
し
。

（
引
用
は
大
内
初
夫
氏
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
十
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
集
英
社
前
出
に
よ
る
。
な
お
こ
の
条
は
板
本
に
は
な
い
）

と
述
べ
、
芭
蕉
か
ら
言
白
砂
人
集
』
と
い
う
秘
伝
書
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
に
は
『
大
秘
伝
白
砂
人
集
』
『
俳
諧
新
々
式
」
『
俳
諧
新
式
極
秘
伝
集
』
が
三
部
一
具
と
し
て
元
禄
六
年
三
月
に
芭
蕉
か

田

許
六

131 



新
ー
式
今
ー
案
ノ
之
大
ー
事
用
ニ
コ
ト
連
ー
歌
了
多

シ
。

今
為
〗
二
俳
諧
→用
ル
コ
ト
ヲ
拾1集
＿
芯
易
ァ
名
＿
こ
新

I
々
I

式
→
為
二
此
ノ
一
ー
冊
→
。
吾
ヵ
家

ノ

雲
茶
店森
野
氏
冶
天
丈
参

五

老

井

許

六

花

法
名
菊
阿
仏
書
押

同

囲

自
所
持
之
書
物
相
伝
之
申
者
也
。

岩
元
禄
六
癸
酉
春
三
月
日
森
川
氏
許
六
雅
丈
参

右
之
秘
書
は
、
長
頭
麿
よ
り
段
A

、
先
師
芭
蕉
翁
相
伝
之
連
歌
切
字
手
爾
於
波
之
大
事
、
此
書
に
相
究
、
尤
俳
諧
か
は
る
事
な
し
。
猥
に
金

銀
を
以
伝
ふ
べ
か
ら
ず
。
門
弟
執
心
の
一
両
輩
に
是
を
伝
へ
、
世
に
残
す
べ
き
也
。
題
号
の
読
く
せ
、
口
伝
を
以
こ
れ
を
伝
ふ
る
も
の
也
。

初
如
件
。

正
徳
五
年
乙
未
夏
六
月

芭
蕉
翁

桃
青

在
判

ら
許
六
へ
伝
授
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
正
徳
五
年
六
月
に
冶
天
へ
と
伝
授
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
許
六
自
箪
の
伝
書
が
現
存
す
る
。
書
中
に

は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
（
引
用
は
石
川
真
弘
氏
・
牛
見
正
和
氏
「
許
六
自
筆
芭
蕉
翁
伝
書
」
『
ビ
ブ
リ
ア
』
七
十
五
号
昭
和
五
十
五

年
十
月
に
よ
る
）

右
一
巻
当
家
雖
秘
書
依
師
弟
之
因
不
浅
相
伝
之
畢
。
努
‘
、
外
見
有
間
敷
候
。

年

号

月

日

長

頭

麿

在

判

（
『
大
秘
伝
白
砂
人
集
』
）

（
『
大
秘
伝
白
砂
人
集
J

)
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芭
蕉
庵桃
青
在
判

俳
諧
新
式
切
紙
免
許
之
事

一
連
班
新
式
相
伝
之
後
切
紙
と
い
ふ
事
相
伝
な
き
人
は
、
新
式
相
伝
人
わ
か
ら
ず
。
新
式
相
伝
之
人
切
紙
迄
伝
受
す
る
人
は
稀
也
。
は

い
か
い
も
又
如
斯
切
紙
を
取
て
後
新
式
之
自
由
を
は
た
ら
く
事
也
。
大
事
之
秘
決
を
残
し
て
切
紙
を
伝
ふ
に
非
ず
。
大
事
は
悉
新
式
に
尽

た
り
。
新
式
伝
受
の
人
切
紙
な
き
内
は
自
由
を
は
た
ら
く
事
な
ら
ず
。
俳
諧
新
式
切
紙
の
免
許
、
執
心
之
上
之
執
心
之
弟
子
に
免
之
、
子

細
口
伝
を
以
こ
れ
を
許
す
故
不
詳
。

干
時
元
禄
六
癸
酉
年
春
三
月
日

雲
茶
店森
野
氏
冶
天
丈
参

五
老
井
許
六

法
名
菊
阿
仏
書

亘

回

押花

（
「
俳
諧
新
々
式
』
）

大
ー
事
極
璧
そ
無
レ
他
、
漫
リ
ニ
伝
い
ハ
之
ヲ
可
げ
蒙
]
ル
和
I
歌
ー
三
ー
神
ノ
御
罰
↓
者
也
。
必
ス
莫
い
重
i

↓
卜
千
金
↓
、
初
テ
如
レ
件
。

塩

元

禄

六

癸

酉

春

三

月

日

芭

蕉

翁

桃

青

森
川
氏
許
六
雅
丈
参

右
秘
巻
は
、
先
師
芭
蕉
翁
桃
青
よ
り
相
伝
之
門
人
多
候
得
共
、
是
を
見
る
人
も
な
く
、
ま
し
て
天
下
に
相
伝
の
人
も
猶
な
し
。
お
も
ふ
子

細
有
之
間
、
吾
子
に
こ
れ
を
附
属
す
。
我
滅
後
十
七
年
の
後
、
是
を
披
露
す
べ
し
。
必
口
外
に
出
し
候
事
無
用
た
る
べ
き
の
由
、
今
二
十

余
年
に
及
ぶ
。
貴
丈
執
心
に
よ
っ
て
是
を
伝
ふ
。
金
銀
を
以
人
に
伝
ふ
事
な
か
れ
。
門
弟
之
中
執
心
を
見
届
け
、
一
両
氏
に
は
伝
之
、
世

に
残
し
置
る
べ
く
候
。
当
流
一
大
事
と
申
は
、
此
秘
巻
に
相
極
者
也
。
猶
切
紙
之
義
は
、
別
に
是
を
今
相
伝
之
畢
。
連
歌
新
式
今
案
は
、

連
弼
の
大
事
に
し
て
俳
諧
の
用
少
し
。
己
俳
諧
要
文
ば
か
り
こ
れ
を
ぬ
き
出
し
、
件
の
一
巻
と
な
す
。
何
方
に
て
も
新
式
相
伝
と
是
を
披

露
す
べ
き
も
の
也
。
伯
如
件
。

正
徳
五
年
乙
未
夏
六
月
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右
俳
諧
新
式
全
部
之
内
縁
起
之
巻
、
芭
蕉
翁
よ
り
伝
授
之
間
、
書
写
之
令
相
伝
者
也
。
初
如
件
。

甚

正

徳

第

五

乙

未

年

夏

六

月

日

五

老

井

許

六

法
名菊
阿
仏

圏

回

雲
茶
店
冶
天
丈
参

貞
門
の
秘
伝
書
を
芭
蕉
が
許
六
に
伝
授
し
た
こ
と
が
矧
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
先
に
引
用
し
た
許
六
自
筆
の

問
答
』
の
記
述
、
及
び
風
之
著
『
俳
諧
耳
底
記
』
の

ママ

翁
に
伝
書
な
し
と
い
え
ど
も
、
許
六
に
あ
た
へ
ら
れ
し
『
新
々
式
』
『
白
砂
人
集
』
あ
り
。
是
は
常
に
秘
蔵
し
給
ふ
今
案
の
『
新
式
』
と

ママ

『
白
砂
集
』
の
ぬ
き
書
な
り
。

と
い
う
記
述
に
よ
り
信
ず
べ
き
記
載
で
あ
る
と
さ
れ
、
芭
蕉
か
ら
許
六
に
こ
れ
ら
の
秘
伝
書
が
伝
授
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
（
村
松
友
次
氏
『
芭
蕉
伝
書
集
二
』
解
説
古
典
文
庫
昭
和
五
十
九
年
八
月
。
『
校
本
芭
蕉
全
集
第
九
巻
』
所
収
荻
野
清
氏
・
今
榮
蔵
氏

「
芭
蕉
年
譜
」

富
士
見
書
房

平
成
元
年
十
月
に
も
採
録
）
。

「
初
学
の
時
は
季
吟
老
人
の
流
れ
に
手
引
せ
ら
れ
て
」
俳
諧
に
親
し
ん
で
い
っ
た
許
六
に
と
っ
て
は
、
季
吟
の
弟
子
で
あ
っ
た
師
芭
蕉
は
貞
門

の
流
れ
を
汲
む
俳
諧
師
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
伝
授
を
受
け
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
許
六
に
と
っ
て
は
芭
蕉
が
貞
徳
の
高
弟
で
あ
る
季
吟
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
老
井許
六
雅
丈
参

押花

『
俳
諧

（
『
俳
諧
新
式
極
秘
伝
集
』
）
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注

5

芭
蕉
は
江
戸
に
出
て
か
ら
不
卜
と
親
し
く
交
際
し
て
お
り
、

注
7

身
が
編
ん
だ
『
は
い
諧
水
い
ら
す
』
（
宝
暦
四
年
刊
）

(3) 

桃
隣
（
晩
年
に
は
桃
翁
と
号
す
）
は
芭
蕉
の
従
弟
（
支
考
絹
『
本
朝
文
鑑
』
享
保
三
年
刊
）
と
い
わ
れ
、
許
六
の
芭
蕉
へ
の
入
門
を
手
引
き
し

た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
身
が
福
に
あ
た
っ
た
芭
蕉
十
七
回
忌
追
善
『
粟
津
原
』
巻
末
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

他
所
の
手
向
種
諸
国
の
門
弟
い
と
な
み
祭
り
て

枯

な

か

ら

芭

蕉

に

四

百

八

十

寺

桃

翁

誹
祖
松
永
逍
遥
軒
長
頭
丸
貞
徳
ー
—
北
村
拾
穂
軒
再
昌
院
法
印
季
吟
I

松
尾
釣
月
軒
芭
蕉
翁
桃
青
居
士
|
—
天
野
呉
竹
軒
太
白
堂
桃
翁

回
（
天
埜
）
回
（
呉
竹
）

賓
永
七
庚
寅
之
十
月
十
二
日

桃
隣
は
、
師
で
あ
り
血
縁
関
係
に
も
あ
っ
た
芭
蕉
の
こ
と
を
貞
徳
I

季
吟
—
ー
芭
蕉
と
続
く
俳
系
に
位
置
す
る
俳
諧
師
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
、
か
つ
自
身
も
そ
れ
に
さ
ら
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
陸
奥
衡
」
（
芭
蕉
三
回
忌
追
善
元
禄
十
年
刊
）
『
粟

津
原
』
（
芭
蕉
十
七
回
忌
追
善
宝
永
七
年
刊
）
の
二
書
の
追
善
集
を
刊
行
す
る
等
、
桃
隣
は
師
芭
蕉
を
思
う
気
持
ち
の
強
か
っ
た
弟
子
で
あ
る
。

従
弟
と
い
う
血
縁
関
係
に
あ
り
師
を
思
う
気
持
ち
の
強
か
っ
た
桃
隣
に
と
っ
て
も
、
芭
蕉
が
誹
祖
貞
徳
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
季
吟
の
弟
子
で
あ
っ

注
4

た
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
南
斎
智
角

②

桃

隣

た
ち

ば

注
6

不
卜
の
弟
子
で
あ
る
立
羽
不
角
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
不
角
の
弟
子
の
智
角
は
自

の
序
文
に
お
い
て
そ
の
息
、
柳
芳
堂
森
角
に
よ
っ
て
「
予
か
父
、
久
く
風
雅
を
楽
ミ
、
貞

（
引
用
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）
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(2) (1) 

徳
翁
四
世
の
老
人
に
し
た
か
ひ
学
ふ
事
十
八
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
貞
徳
翁
四
世
の
老
人
」
と
は
森
角
の
父
で
あ
る
智
角
の
師
で
あ
り
、
貞

注
8

徳
|
—
未
得
I

不
ト
ー
不
角
と
続
く
、
江
戸
に
お
け
る
貞
門
の
直
系
を
う
け
つ
ぐ
俳
諧
師
で
あ
る
立
羽
不
角
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
智
角
が

編
集
し
た
俳
書
の
序
文
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
の
で
、
智
角
及
び
そ
の
息
森
角
は
自
分
達
を
貞
門
の
流
れ
に
連
な
る
俳
諧
師
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
智
角
は
自
身
が
著
し
た
『
或
問
』
（
寛
保
三
年
写
。
引
用
は
鈴
木
勝
忠
氏
編
『
俳
諧
伝
書
集
私
家
版
」
前
出
に
よ
る
）

の
中
で
「
芭
蕉
門
の
教
も
予
が
師
の
教
も
元
来
互
に
正
風
の
流
れ
な
れ
ば
異
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
不
角
に
お
け
る
「
正
風
」
と
は
貞
門
を

注
9

指
す
も
の
で
あ
る
が
、
智
角
は
季
吟
の
弟
子
で
あ
る
芭
蕉
の
こ
と
を
不
角
と
同
じ
「
正
風
」
、
す
な
わ
ち
貞
門
の
俳
諧
師
と
し
て
と
ら
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

鈴
木
勝
忠
氏
は
「
二
南
斎
智
角
と
不
角
派
の
蕉
風
接
近
」
（
『
連
歌
俳
諧
研
究
j

第
八
十
六
号
俳
文
学
会
平
成
六
年
三
月
）
に
お
い
て
智
角

の
こ
と
を
「
貞
門
末
派
」
「
古
風
に
よ
っ
た
」
と
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
芭
蕉
を
担
ぎ
出
し
て
」
「
芭
蕉
に
擦
り
寄
る
よ
う
な
形
で
新
蕉
風
を
説

得
し
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
総
じ
て
見
れ
ば
不
角
も
ま
た
そ
の
方
向
を
採
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ
う
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
か

ら
の
不
角
に
対
す
る
認
識
で
あ
る
、
自
派
の
勢
力
拡
張
の
た
め
に
芭
蕉
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
考
え
方
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
智
角
は
「
或
問
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
予
日
、
当
世
の
誹
人
せ
う
風
と
い
ふ
事
は
、
芭
蕉
の
蕉
の
字
を
用
て
蕉
風
と
い
ふ
と
心
得
た
る
有
り
。
正
風
と
は
詩
経
の
国
風
の

一
よ
り
言
出
て
研
に
も
立
花
な
ど
に
も
正
風
と
い
う
儀
有
る
よ
し
。
し
か
れ
ば
芭
蕉
風
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
す
で
に
許
六
子
が
書
る
滑

稽
伝
の
一
枚
き
せ
う
の
文
中
に
も
、
発
句
の
大
事
と
い
ふ
は
正
風
体
を
宗
と
す
る
也
と
見
へ
た
り
。
す
べ
て
風
と
い
ふ
物
は
其
誹
師
其

宗
匠
の
か
た
よ
れ
る
＜
せ
を
風
と
い
ふ
。
元
来
誹
諧
は
新
古
の
風
な
き
事
を
し
ら
ず
。
あ
ま
つ
さ
へ
近
年
の
誹
師
の
言
し
が
、
か
れ
は

貞
徳
風
に
て
古
し
な
ど
罵
る
有
り
。
可
笑
゜

不
角
が
故
事
故
語
を
用
る
も
全
く
芭
蕉
の
教
を
う
け
て
用
る
に
あ
ら
ず
。
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右
の
『
或
問
』
の
文
中
田
「
正
風
と
は
詩
経
の
国
風
の
一
よ
り
言
出
て
」
、
③
「
正
風
と
い
ふ
は
、

は
商
南
因
南
の
詩
の
心
也
。
」
と
い
う
の
は
、
不
角
著
「
続
清
鉤
』
自
序
（
延
享
二
年
刊
）
に

思
へ
ら
く
他
の
誹
は
時
／
＼
易
れ
共
正
風
の
易
ル
事
の
な
き
を
よ
し
と
す
。
ひ
と
へ
に
我
好
む
処
の
風
義
許
を
貴
し
と
す
る
は
得
げ
魚
忘
い

研
會
得
げ
兎
ヲ
忘
レ
蹄
ヲ
と
や
笑
は
ん
。
然
れ
共
予
か
一
念
を
笑
ひ
る
か
へ
さ
ん
や
。
詩
経
ノ
周
I

南
商
南
を
正
風
第
一
卜
す
。
右
両
I

南
縮
て

予
か
舎
号
と
成
ス
。
凡
正
風
の
名
目
詩
埒
と
も
に
離
ル
る
事
有
へ
か
ら
す
。
予
十
三
歳
の
と
き
一
柳
軒
不
卜
に
見
其
時
は
表
徳
遠
山
、
是
よ

り
不
角
と
改
ム
。
牙
有
ル
物
は
無
レ
角
難
経
ノ
心
ヲ
以
号
ス
。
そ
れ
よ
り
七
十
余
年
此
風
義
を
不
レ
棄
、
表
徳
ヲ
不
レ
改
゜

（
引
用
は
東
京
大
学
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
智
角
が
師
で
あ
る
不
角
の
考
え
を
受
け
継
い
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
智
角
に
と
っ
て
の
「
正
風
」
と
は

マ
ミ
へ

「
芭
蕉
風
」
と
い
う
よ
う
な
せ
ま
い
意
味
の
も
の
で
は
な
く
、
師
不
角
が
「
十
三
歳
の
と
き
一
柳
軒
不
卜
に
見
」
「
そ
れ
よ
り
七
十
余
年
」
棄
て
な

か
っ
た
風
義
で
あ
る
「
貞
門
」
の
俳
諧
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
季
吟
の
弟
子
で
あ
り
、
師
で
あ
る
不
角
と
も
交
流
を
も
っ

て
い
た
芭
蕉
は
智
角
に
と
っ
て
は
「
正
風
」
す
な
わ
ち
貞
門
に
属
す
る
俳
諧
師
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(3) 

一
、
或
問
、
名
古
屋
の
誹
風
は
正
風
に
や
。

予
が
云
、
今
の
誹
か
い
の
風
を
考
る
に
、
か
の
江
戸
誹
諧
の
し
や
れ
風
を
い
れ
ず
、
能
く
聞
る
句
を
な
す
者
多
し
。
是
名
古
屋
の
て
が

ら
也
。
正
風
と
い
ふ
は
、
詩
経
の
国
風
の
一
と
い
ふ
よ
り
出
た
り
。
句
は
商
南
因
南
の
詩
の
心
也
。
身
を
お
さ
め
家
を
お
さ
む
る
の
心

術
也
。
名
古
や
に
多
く
誹
か
い
を
好
て
家
を
破
る
人
有
。
然
れ
ば
正
風
と
も
難
決
。
大
祖
芭
蕉
は
正
風
成
事
決
せ
り
。

詩
経
の
国
風
の
一
と
い
ふ
よ
り
出
た
り
。
句
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祖
来
学
の
影
響
の
も
と
に
俳
諧
の
古
学
と
蕉
風
へ
の
復
婦
を
提
唱
す
る
「
古
学
庸
道
」
を
初
め
て
説
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
祗
徳
で
あ
る
が
、

彼
は
『
俳
諧
句
選
j

(
享
保
二
十
年
刊
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

貞
徳
翁
門
人
、
立
圃
・
重
頼
・
西
武
・
良
徳
・
貞
室
・
季
吟
、
い
づ
れ
も
此
人
A

、
今
以
て
名
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
野
ミ
ロ
立
圃
は
自
己
の
門

ゐ

し

う

く

る

る

を
か
ま
へ
、
松
江
重
頼
は
維
舟
と
名
を
あ
ら
た
め
晩
年
に
至
り
て
は
談
林
に
く
み
し
た
り
。
西
武
『
久
流
留
j

の
功
あ
り
て
、
良
徳
に
「
天

ひ

い

で

も

つ
と

も

て

い

じ

よ

水
j

を
賜
ふ
誉
れ
あ
れ
ど
も
、
そ
の
門
人
秀
た
る
な
し
。
尤
貞
室
へ
花
の
も
と
を
譲
り
た
ま
ふ
。
貞
室
ま
た
貞
恕
に
譲
る
と
い
へ
ど
、
貞
恕

の
は
い
か
い
何
ン
ぞ
二
師
に
つ
ゞ
か
ん
や
。
お
し
き
か
な
貞
室
の
家
。
こ
、
に
季
吟
の
家
に
は
芭
蕉
い
で
ヽ
、
談
林
を
し
り
ぞ
け
正
風
を
起

し
中
興
開
祖
正
風
の
翁
と
称
し
け
る
。
こ
、
を
以
て
貞
徳
・
季
吟
・
芭
蕉
の
三
翁
を
誹
諧
三
代
の
宗
匠
と
あ
が
め
奉
る
也
。

（
引
用
は
白
石
悌
三
氏
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
十
一
享
保
俳
諧
集
』
昭
和
四
十
七
年
三
月
に
よ
る
）

そ
の
後
、
貞
享
四
年
十
月
末
に
も
芭
蕉
が
伊
賀
婦
郷
の
旅
立
ち
に
際
し
て
風
交
諸
士
か
ら
贈
ら
れ
た
餞
別
雅
章
の
手
記
を
自
筆
の
ま
ま
翻
刻
し
た

「
句
餞
別
j

（
寛
保
四
年
刊
）
を
祗
徳
は
著
す
の
で
あ
る
が
、
『
句
餞
別
』
の
巻
末
に
は
「
三
代
宗
匠
之
系
」
と
し
て
、
貞
徳
・
季
吟
・
芭
蕉
の
略

伝
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
の
顕
彰
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
祗
徳
に
と
っ
て
も
、
貞
徳

i

季
吟
ー
ー
芭
蕉
と
い
う
俳
系
は
芭
蕉
を
考
え
る

際
に
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
大
切
な
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

季
吟
の
弟
子
で
あ
る
芭
蕉
を
貞
門
の
流
れ
に
位
置
す
る
俳
諧
師
と
し
て
と
ら
え
る
と
ら
え
方
は
、
高
弟
の
許
六
や
芭
蕉
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た

桃
隣
を
始
め
、
当
時
の
俳
諧
師
に
は
共
通
し
て
あ
っ
た
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

山

祗

徳
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(2) (1) 

其
角
と
芭
蕉

俳
諧
師
を
遊
女
に
見
立
て
て
評
判
し
た
轍
士
著
『
花
見
車
』
（
井
筒
屋
庄
兵
衛
板
元
禄
十
五
年
刊
）
「
江
戸
」
の
部
に
お
い
て
「
桃
青
松
尾
屋

の
内
に
て
第
一
の
太
夫
也
。
」
「
殿
／
＼
に
て
も
こ
ひ
わ
た
る
は
此
君
也
。
」
（
引
用
は
勝
峰
晋
風
氏
編
『
日
本
俳
書
大
系
十
五
』
「
俳
諧
系
譜
逸
話

集
」
春
秋
社
昭
和
二
年
五
月
に
よ
る
）
と
言
わ
れ
、
芭
蕉
の
弟
子
の
中
で
も
第
一
の
俳
諧
師
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
人
気
が
あ
る
と
い
わ
れ

た
其
角
で
あ
る
が
、
其
角
と
芭
蕉
と
を
俳
系
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

其
角
の
弟
子
で
あ
る
淡
々
は
、
時
々
庵
謂
北
へ
伝
授
し
た
『
誹
諧
偲
二
書
一
巻
』
（
淡
々
自
筆

て
い
る
。這

之
一
派
従
来
之
秘
記
其
道
恭
孟
四
ン
。
貞
徳
、
季
吟
、
芭
蕉
翁
、
晋
其
角
、
四
老
師
之
風
花
雪
月
之
一
道
深
儀
輌
二
留
〗
奥
二
。
其
角
翁
桑

楡
愛
—
憐
メ
予
ヲ
授
レ
之
。
（
引
用
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

注
1
0

ま
た
、
淡
々
の
弟
子
の
田
鶴
樹
は
『
誹
諧
之
秘
記
』
（
延
享
四
年
写
）

の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

玉
く
し
け
て
に
を
は
の
偲
、
蕉
翁
一
派
誹
諧
之
秘
記

右
手
休
於
葉
は
幽
斎
よ
り
貞
徳
に
譲
り
、
徳
季
吟
に
免
之
、
吟
よ
り
芭
蕉
翁
に
秘
匡
を
ひ
ら
く
。
蕉
又
其
角
に
不
残
授
之
、
角
前
後
始
終
淡
々

に
譲
る
。
此
間
に
冠
里
公
不
残
清
書
写
あ
り
。
其
角
三
十
三
回
一
集
清
書
之
功
に
よ
て
元
残
半
時
庵
よ
り
予
に
息
を
偲
ふ
。
今
又
讃
州
の
門

生
、
雪
角
一
道
深
切
之
者
也
。
俯
以
新
に
奥
書
を
加
え
て
授
之
畢
゜

宝
暦
二
年
写
）

の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
記
し

139 



檜
も
あ
す
ハ
け
ふ
を
夏
山

清
得
舎
富
天
に
押
花
譲
与
雑
の
句

汐
凝
て
田
な
り
家
な
り
透
間
風

半
時
庵淡
々

清
得
舎富
天

同
じ
く
淡
々
の
弟
子
で
、
延
享
二
年
に
淡
々
か
ら
点
印
と
庵
を
譲
ら
れ
、
そ
の
後
諸
国
を
行
脚
し
た
富
天
の
、
半
時
庵
を
継
い
だ
記
念
の
集
で
あ

る
『
民
歌
行
]
（
寛
延
三
年
七
月
序
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
木
戸
や
錠
の
さ
、
れ
て
冬
の
月

道
の
邊
の
木
植
ハ
馬
に
喰
れ
け
り

竹
の
子
ハ
み
な
そ
し
な
れ
や
東
披
か
恵

③

一

派

の

偲

系

御
せ
い
し
ん
の
君
に
来
て
あ
ふ
や
千
代
の
春

花
咲
社貞
徳

拾
穂
軒季
吟

芭
蕉
翁桃
青

狂
而
堂其
角

井
月
館雪
角
丈

延
享
四
年

春
三
月
中
浣
日

駿
府江
霜
庵
田
鶴
樹

回

囮

（
引
用
は
東
京
大
学
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

（
引
用
は
柿
衛
文
庫
蔵
本
に
よ
る
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世
上
、

あ
る
い

は

あ

る

い

い

れ

こ

と

ば

い
や
し

俳
諧
の
文
章
を
見
る
に
、
或
漢
文
を
仮
名
に
和
ら
げ
、
或
は
和
歌
の
文
章
に
漢
字
を
入
、
詞
あ
し
く
賎
く
い
ひ
な
し
、
或
人
情
を
い

山

誹

諧

之

偲

系

貞

徳

季

吟

さ
ら
に
淡
々
門
で
あ
っ
た
丹
波
国
の
杜
之
原
（
百
清
舎
杜
原
）
の
も
と
に
伝
わ
っ
た
淡
々
の
書
簡
等
を
そ
の
息
の
白
梅
舎
桃
貰
が
模
刻
し
た
『
淡
々

自
箪
鑑
」
（
寛
政
五
年
刊
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

芭
蕉
翁
桃
青
ー
晋
子
其
角
|
ー
半
時
庵
淡
、
ー
百
清
舎
杜
原

淡
々
は
其
角
の
弟
子
で
あ
る
の
で
①
ー
山
で
示
さ
れ
た
（
幽
齋
ー
）
貞
徳
ー
季
吟
ー
—
芭
蕉
|
—
其
角

I

淡
々
と
い
う
俳
系
は
そ
の
通

り
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
其
角
が
洒
落
風
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
洒
落
風
と
は
「
芭
蕉
七
回
忌
を
過
ぎ
る
頃
か

せ
ん
と
く

ら
其
角
に
顕
著
と
な
り
、
油
徳
に
継
承
さ
れ
、
江
戸
俳
壇
の
主
流
と
な
っ
た
俳
風
で
、
淡
々
・
仙
鶴
の
京
移
住
に
よ
り
上
方
に
も
波
及
し
た
」

（
白
石
悌
三
氏
「
洒
落
風
」
の
項
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
第
三
巻
j

岩
波
書
店
昭
和
五
十
九
年
四
月
）
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
洒
落

風
が
江
戸
に
お
け
る
貞
門
を
攻
撃
し
た
論
難
書
で
あ
る
浮
生
著
『
滑
稽
弁
惑
原
俳
論
』
（
宝
永
四
年
刊
）
、
玉
淵
堂
蝠
龍
著
『
俳
諧
と
ん
と
』
（
享

保
五
年
刊
）
の
二
書
が
と
も
に
岡
西
惟
中
の
言
説
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
洒
落
風
と
は
貞
門
に
対
す
る
新
風
と
い
う
点
で
、
上
方
に
お
け
る

談
林
と
同
じ
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
田
ー
い
の
淡
々
系
の
俳
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
幽
斎
ー
ー
貞
徳

I

季
吟
I

芭
蕉
｀
~

其
角
I

淡
々
と
い
う
俳
系
は
、
幽

斎
—
—
貞
徳
ー
ー
季
吟
と
い
う
伝
統
を
受
け
継
ぐ
貞
門
と
、

其
角
I

淡
々
と
い
う
江
戸
に
お
け
る
新
風
で

あ
る
洒
落
風
と
が
、
芭
蕉
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
本
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
俳
系
な
の
で
あ
る
。

其
角
は
談
林
の
俳
諧
師
で
あ
る
西
鶴
が
貞
享
元
年
六
月
五
日
に
摂
津
住
吉
の
神
前
に
お
い
て
、
一
夜
一
日
二
万
三
千
五
百
句
独
吟
を
行
っ
た
折

の
後
見
を
務
め
、
元
禄
元
年
に
は
西
鶴
宅
を
訪
ね
る
（
『
西
鶴
名
残
の
友
』
巻
四
の
四
元
禄
十
二
年
四
月
刊
。
野
間
光
辰
氏
『
剛
補
西
鶴
年
譜

考
證
』
中
央
公
論
社
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
）
等
、
西
鶴
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
芭
蕉
は
西
鶴
に
つ
い
て

（
引
用
は
愛
知
教
育
大
学
蔵
本
に
よ
る
）
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ふ
と
て
も
、
今
日
の
さ
か
し
き
く
ま
か
＼
迄
探
り
求
め
、
西
鶴
が
浅
ま
し
く
下
れ
る
姿
あ
り
。
我
徒
の
文
章
は
、
悔
に
作
意
を
た
て
、

は
璧
ひ
漢
字
を
か
る
と
も
、
な
だ
ら
か
に
言
つ
ゞ
け
、
事
は
郡
俗
の
上
に
及
ぶ
と
も
、
懐
し
く
い
ひ
と
る
べ
し

（
『
去
来
抄
』
「
故
実
」
引
用
は
大
内
初
夫
氏
校
注
『
古
典
俳
文
学
大
系
十
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
前
出
に
よ
る
）
文
字

と
述
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
芭
蕉
の
言
は
文
章
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
西
鶴
の
人
格
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
芭
蕉
は
常
に

こ
の
み
ち

わ

れ

わ

れ

も

つ

て

「
上
に
宗
因
な
く
む
ば
、
我
／
＼
が
は
い
か
い
、
今
以
貞
徳
が
涎
れ
を
ね
ぶ
る
べ
し
。
宗
因
は
此
道
の
中
興
開
山
也
」
（
『
去
来
抄
』
「
修
行
」
）
と

述
べ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
が

い

は

く

い

は

く

わ

た

し

か

れ

せ

ん

だ

っ

魯
町
日
、
「
不
易
流
行
の
事
は
古
説
に
や
、
先
師
の
発
明
に
や
」
。
去
来
日
、
「
不
易
流
行
の
事
は
万
事
に
渡
る
也
。
然
ど
も
俳
諧
の
先
達
、

是
を
い
ふ
人
な
し
。
長
頭
丸
以
来
、
手
を
込
る
一
体
久
し
く
流
行
し
、
「
角
樽
や
傾
け
の
も
ふ
丑
の
年
」
、
「
花
に
水
あ
げ
て
さ
か
せ
よ
天
龍

じ

ま

で

か

く

の

ご

と

き

そ

う

い

ん

寺
」
と
い
ふ
迄
吟
じ
つ
め
ぬ
れ
ど
、
世
人
は
い
か
い
は
如
斯
の
も
の
と
の
み
心
得
て
、
風
を
変
ず
る
事
を
し
ら
ず
。
宗
因
師
、
一
た
び
其
こ

う

ち

ゃ

ぷ

こ

の

お

し

へ

し

か

こ

の

と

ひ

そ

う

し

や

、？た
ち

り
か
た
ま
り
た
る
を
打
破
り
給
ひ
、
新
風
天
下
に
流
行
し
侍
れ
ど
、
い
ま
だ
此
教
な
し
。
然
り
し
よ
り
此
か
た
、
都
郡
の
宗
匠
達
、
古
風
を

い
っ
た
ん
り
う
り
う

用
ひ
ず
、
一
旦
流
ミ
を
起
せ
り
と
い
へ
ど
も
、
又
其
風
を
な
が
く
お
の
が
物
と
し
て
、
時
A

、
変
ず
べ
き
道
を
し
ら
ず
。
先
師
、
は
じ
め
て
俳

諧
の
本
体
を
見
つ
け
、
不
易
の
句
を
立
て
、
又
風
は
時
、
、
に
変
あ
る
事
を
し
り
、
流
行
の
句
と
分
ち
教
へ
給
ふ
。

と
い
う
文
章
の
後
に
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宗
因
が
風
を
変
じ
た
事
に
対
し
て
芭
蕉
の
評
価
の
力
点
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
貞
徳
に
対
す
る
非
難
の
意
図
を
見
る
べ
き
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
其
角
が
就
い
た
俳
諧
の
師
は
芭
蕉
だ
け
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

師
で
あ
る
芭
蕉
が
自
身
は
貞
門
の
高
弟
で
あ
る
季
吟
の
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
、
俳
諧
が
停
滞
す
る
こ
と
を
嫌
い
新
風
で
あ
る
談
林
の
祖
で
あ
る
宗

因
を
評
価
す
る
よ
う
な
柔
軟
な
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
其
角
も
ま
た
談
林
の
俳
諧
師
で
あ
る
西
鶴
と
も
気
兼
ね
な
く
付
き
合
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
後
に
「
洒
落
風
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
新
風
を
自
身
が
追
求
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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上
方
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
貞
門
と
新
風
で
あ
る
談
林
は
激
し
く
争
っ
た
が
、
つ
い
に
両
者
が
融
合
す
る
こ
と
は
な
く
、
と
も
に
停
滞
し
て

行
く
と
さ
れ
る
（
楠
元
六
男
氏
「
俳
諧
論
戦
史
」
の
項
。
『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書
店
平
成
七
年
十
月
）
。
江
戸
に
お
い
て
も
先
に
述
べ
た
よ

う
に
『
つ
げ
の
枕
』
『
滑
稽
弁
惑
原
俳
論
」
『
俳
諧
と
ん
と
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
貞
門
対
洒
落
風
の
争
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
上
方
に
お
け

る
貞
門
対
談
林
の
争
い
に
比
す
れ
ば
は
る
か
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
其
角
の
撰
集
に
は
「
江
戸
と
い
う
都
市
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
が

結
集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
俳
系
に
お
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
派
の
人
々
が
結
集
さ
れ
て
い
る
」
（
今
泉
準
一
氏
『
芭
蕉
・
其
角
論
』
桜

楓
社
昭
和
五
十
八
年
四
月
）
と
い
う
現
象
が
現
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
風
で
あ
る
洒
落
風
の
祖
其
角
自
身
が
、
貞
門
の
高
弟
で
あ
る

季
吟
の
弟
子
で
あ
る
芭
蕉
の
俳
系
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
来
芭
蕉
は
そ
の
た
ぐ
い
稀
な
句
作
の
才
能
と
、
俳
諧
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
も
っ
と
も
な
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
上
方
で
は
決
し
て
―
つ
に
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
古
風
と
新
風
と
を
江
戸
に
お
い
て
俳
系
と
し
て
一
本
に
つ
な
げ
、
そ
の

結
果
江
戸
の
俳
壇
を
上
方
の
よ
う
に
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
芭
蕉
が
貞

門
の
高
弟
で
あ
る
季
吟
の
弟
子
で
あ
り
、
洒
落
風
の
祖
で
あ
る
其
角
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
偶
然
な
ど
で
は
な
く
、
伝
統
を
重
ん
じ
な
が

ら
も
新
風
を
追
求
し
て
行
く
と
い
う
芭
蕉
の
不
易
流
行
を
求
め
る
厳
し
い
姿
勢
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る。付
記
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
天
理
図
書
館
、
柿
衛
文
庫
、
九
州
産
業
大
学
付
属
図
書
館
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
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4
 
3
 
2
 

ー

能
楽
論
集
』
岩
波
書
店

藤
原
定
家
著
の
歌
論
書
。
『
日
本
古
典
文
学
大
系
六
十
五

れ
ば
「
和
研
無
二
師
匠
一
只
以
二
藷
歌
一
為
師
」
と
あ
る
。

渡
部
狂
（
支
考
）
著
『
十
論
為
弁
抄
」
（
享
保
十
年
三
月
刊
）
を
指
す
。

島
居
清
氏
「
許
六
自
筆
の
俳
諧
問
答
に
就
い
て
」
（
「
連
歌
俳
諧
研
究
l

第
三
十
号
俳
文
学
会
昭
和
三
十
二
年
三
月
）
。

た
ち
ば

拙
稿
「
立
羽
不
角
論
序
説

l
貞
門
の
俳
諧
師
と
し
て
の
不
角

l
」
(
『
語
文
研
究
』
第
八
十
号
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
七

年
十
二
月
。
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
平
成
七
年
版
近
世
分
冊
』
学
術
文
献
刊
行
会
に
再
録
）
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

現
在
知
ら
れ
て
い
る
、
芭
蕉
と
不
卜
と
の
交
流
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
荻
野
清
氏
・
今
榮
蔵
氏
『
校
本
芭
蕉
全
集
第
九
巻
』
富
士
見
書

房
平
成
元
年
十
月
所
収
「
芭
蕉
年
譜
」
を
も
と
に
作
成
）

・
延
宝
六
年
夏
芭
蕉
に
不
卜
亡
母
追
悼
の
発
句
あ
り
。

・
延
宝
六
年
秋
不
卜
撰
『
江
戸
広
小
路
』
に
芭
蕉
の
発
句
十
七
、
付
句
二
十
入
集
。

・
延
宝
八
年
冬
不
卜
撰
『
向
之
岡
』
（
現
存
零
本
二
冊
、
四
季
発
句
の
部
）
に
芭
蕉
の
発
句
九
入
集
。

．
貞
享
三
年
一
月
「
日
の
春
を
さ
す
が
に
鶴
の
歩
み
哉
」
以
下
十
七
吟
の
百
韻
に
芭
蕉
と
不
ト
一
座
。
他
の
連
衆
は
其
角
・
文
鱗
・
根
風
・

コ
斎
・
芳
重
・
杉
風
・
仙
化
・
李
下
・
挙
白
・
朱
絃
・
蚊
足
・
千
里
・
揚
水
・
千
春
・
峡
水
。
さ
ら
に
同
時
期
、
芭
蕉
は
こ
の
百
韻
の
前

半
五
十
韻
に
評
注
を
加
え
る
（
「
初
懐
紙
評
注
」
）
。

・
元
禄
元
年
二
月
不
卜
撰
『
続
の
原
』
四
季
の
句
合
冬
の
部
の
判
詞
及
び
跛
を
芭
蕉
が
書
き
、
他
に
芭
蕉
の
発
句
四
入
集
。
な
お
同
書
に

は
「
芭
蕉
庵
に
て
／
菊
枯
て
蠣
む
く
蛋
の
隣
か
な
不
卜
」
の
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
不
卜
が
芭
蕉
庵
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

注

歌
論
集

昭
和
三
十
六
年
九
月
所
収
の
も
の
に
よ
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6
 ・

元
文
元
年
不
角
編
「
百
歌
仙
江
戸
菅
笠
』

芭
蕉
或
會
に
出
て
、
十
句
言
を
二
句
し
て
止
ミ
ぬ
。
人
是
を
問
。
答
て
「
悪
キ
句
を
数
鳴
せ
ん
は
栓
な
し
。
懐
紙
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
恥

し
き
事
也
。
」
と
。
後
世
に
と
、
ま
る
物
は
和
埒
に
過
た
る
ハ
な
し
と
貰
之
も
書
り
。
今
し
や
れ
を
轄
ん
し
て
正
風
、
芭
蕉
風
と
て
和
ら

か
に
し
た
つ
る
風
義
専
ラ
也
。
先
以
天
元
ノ
一
に
か
へ
り
て
可
也
。
今
の
芭
蕉
風
と
い
へ
る
句
を
考
す
る
に
、
古
池
や
の
は
せ
を
か
句
の

一
図
と
聞
ゆ
る
也
。
芭
蕉
は
先
髪
万
化
に
て
か
た
よ
ら
す
。
予
も
若
年
の
時
席
に
つ
ら
な
り
し
に

き
や
ら
焼
し
め
て
身
を
た
し
む
也

討
死
の
日
と
て
冑
も
着
さ
り
け
り

と
付
て
自
讃
也
。
い
か
様
付
肌
、
一
句
の
働
キ
今
も
面
白
し
。
又
発
句
に

景
消
も
花
見
の
時
は
七
兵
衛

正
風
の
味
ひ
は
今
も
か
は
ら
す

涼
し
さ
よ
同
し
味
有
る
手
向
水

辰
角
壽
角

（
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）

・
元
禄
五
年
四
月
九
日
不
ト
一
周
忌
追
善
俳
諧
（
琴
風
興
行
）
に
当
た
り
芭
蕉
の
発
句
あ
り
。

芭
蕉
と
不
角
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
資
料
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
元
禄
元
年
二
月
不
卜
撰
『
続
の
原
」
四
季
の
旬
合
冬
の
部
「
五
番
網
代
」
に
お
い
て
判
者
芭
蕉
、
心
水
（
左
）
と
不
角
（
右
）

を
持
と
す
る
。

．
享
保
十
五
年
不
角
絹
紀
行
文
『
木
曽
の
麻
衣
』
六
巻
粟
津
が
原
の
箇
所
。

誹
諧
数
寄
る
人
、
芭
蕉
翁
の
手
向
と
見
え
て
寺
の
障
子
に
明
間
も
な
く
発
句
を
張
付
け
た
り
。
予
も
い
に
し
へ
の
馴
染
あ
れ
ば

玉

巻

も

哀

魂

巻

芭

蕉

か

な

不

角

石
碑
に
手
向
け
て

先
ツ
月
を
得
也
清
水
一
檜
抄

の
句

145 



と
し
ら
れ
た
り
。
是
等
の
句
に
て
味
ひ
し
る
へ
し
。
唯
け
し
き
一
種
の
ミ
に
限
る
へ
か
ら
す
。
（
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）

こ
の
記
述
に
関
し
て
は
、
不
角
の
門
人
で
あ
る
二
南
斎
智
角
著
『
或
問
』
（
寛
保
三
年
写
。
前
出
）
に

芭
蕉
と
我
師
と
の
巻
の
中
に
、

き
や
ら
た
き
し
め
て
身
を
嗜
む
也

討

死

の

日

と

て

甲

も

着

ざ

り

け

り

芭

蕉

此
句
を
自
賛
せ
ら
れ
し
よ
し
聞
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
不
角
が
詠
ん
だ
「
き
や
ら
焼
し
め
て
身
を
た
し
む
也
」
と
い
う
句
に
芭
蕉
が
「
討
死
の
日
と
て
冑

も
着
さ
り
け
り
」
と
い
う
句
を
つ
け
て
自
讃
し
た
と
い
う
意
で
あ
る
。

・
寛
保
三
年
二
南
斎
智
角
著
『
或
問
』

あ
る
時
不
角
予
（
平
島
注
智
角
を
指
す
）
に
語
て
日
、
「
誹
か
い
は
但
俗
の
物
に
し
て
語
は
い
や
し
く
い
ひ
た
つ
る
と
も
、
心
を
い
や

し
く
作
る
べ
か
ら
ず
。
月
花
の
句
は
陰
陽
の
理
を
尊
の
義
也
。
今
日
物
々
陰
陽
を
は
な
れ
て
行
ふ
道
な
し
。
初
芭
蕉
も
三
聖
人
の
賛
に

月
花
の
是
や
ま
こ
と
の
主
ジ
達

と
は
い
へ
り
。
当
世
の
誹
か
い
は
唯
酒
宴
遊
興
の
便
に
す
る
の
み
。
一
年
芭
蕉
深
川
遊
居
の
時
、
予
に
度
々
会
し
て
芭
蕉
の
有
さ
ま
を

見
る
に
、
其
容
貌
起
／
倫
神
色
尤
泰
然
た
る
人
に
て
、
句
と
容
林
と
合
鉢
す
る
故
に
名
句
多
し
。
誠
誹
か
い
の
聖
な
る
べ
し
。
是
を
以

今
を
見
れ
ば
大
に
相
違
す
。
容
鉢
相
違
す
れ
ば
心
も
又
し
か
り
。
内
に
真
あ
れ
ば
面
背
に
あ
ふ
る
、
と
い
ふ
は
常
を
つ
、
し
む
に
あ
り
。

誹
諧
は
唯
異
風
を
好
、
行
脚
し
て
世
を
渡
る
物
と
覚
へ
し
は
、
此
真
理
の
い
ま
だ
ひ
ら
け
ざ
る
物
也
。
」
と
い
へ
り
。

（
引
用
は
鈴
木
勝
忠
氏
編
『
俳
諧
伝
書
集
私
家
版
』
前
出
に
よ
る
）

右
は
『
続
の
原
」
以
外
は
い
ず
れ
も
「
校
本
芭
蕉
全
集
』
等
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
資
料
な
の
で
あ
る
が
、
注
5
に
挙
げ
た
よ
う
な
不
角

の
師
で
あ
る
不
卜
と
芭
蕉
と
の
親
し
い
関
係
を
考
え
れ
ば
、
芭
蕉
と
不
角
と
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
と
思
わ
れ

る。
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拙
稿
「
二
南
斎
智
角
編
『
は
い
諧
水
い
ら
す
』
翻
刻
と
解
題
I

不
角
の
弟
子
の
撰
集
|
|
」
（
『
文
献
探
究
』
第
三
十
五
号

究
の
会
平
成
九
年
三
月）
。

油
涼
編
『
綾
錦
』
享
保
十
七
年
、
生
川
春
明
編
『
誹
家
大
系
図
』
天
保
九
年
に
よ
る
。
智
角
絹
『
或
問
』
寛
保
三
年
に
よ
れ
ば
貞
徳
ー
ー

玄
札
I

未
得
ー
—
不
ト
ー
ー
不
角
。

拙
稿
注
4
。

『
誹
諧
偲
二
書

一
巻
」
『
誹
諧
之
秘
記
』
を
芭
蕉
の
伝
書
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
（
調
雅
子
氏
「
正
木
風
状
所

伝
『
貞
徳
翁
誹
諧
秘
伝
書
』
に
つ
い
て
」
『
女
子
大
国
文
』
第
二
十
三
号
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
昭
和
三
十
六
年
十
月
。
森
澤
多

美
子
氏
「
淡
々
と
地
方
俳
壇
—
ー
紀
州
の
場
合
ー
」
『
国
語
国
文
』
第
六
十
五
巻
二
号
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室

平
成
八
年
二
月
）
。

拙
稿
注
4
及
び
拙
稿
「
『
俳
諧
と
ん
と
』
翻
刻
と
解
題
I

不
角
に
対
す
る
論
難
書
|
_
」
（
「
雅
俗
』
第
三
号

一月）
。

雅
俗
の
会

平
成
八
年

文
献
探
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